
大阪湾 Years2012-2013 総括イベント 

RACES＆CIFER ジョイントシンポジウムのご案内 

 

■日 時：2014 年 3 月 1 日（土）10:00～17:30 

■場 所：大阪市立自然史博物館 ネイチャーホール（定員：200 名） 

大阪市東住吉区長居公園 1-23  http://www.mus-nh.city.osaka.jp/ 

■主 催：一般社団法人生態系工学研究会（RACES） 

http://races.jp/ 

一般社団法人大阪湾環境再生研究・国際人材育成コンソーシアム・コア（CIFER・コア） 

http://cifer-core.jp/ 

■参加費：無料 

■参加申込：参加申込書（３ページ）に必要事項をご記入の上、メール、FAX 等により下記までご

連絡ください。席に余裕のある場合は開催当日も受付を行います。 

 

〈問合せ・申込み先〉 
一般社団法人大阪湾環境再生研究・国際人材育成コンソーシアム（CIFER）･コア事務局 
〒591-8025 堺市北区長曽根町 130 番地 42 さかい新事業創造センター内 
（TEL）072-267-4880 （FAX）072-267-4893 
（E-mail）cifer-bureau@cifer-core.jp 

 

 

 

 

【趣 旨】 

21 世紀初頭、都市・海・人間生存に係わる「パラダイム」が大きく変化しました。人類はもは

や自己の利益や快適性の追求だけでは恒常的な発展を遂げることはできません。この環境の世紀へ

のパラダイムシフトを受け、水質汚濁が慢性化した大都市圏の「海」の再生を図るために大阪湾再

生行動計画が 2004 年 3 月に策定されました。過去に損なわれた生態系や水環境を取り戻し、地

域の多様な発意により地域の環境資源活用施策を総合的に推進することが今や不可欠な時代にな

ったと認識されます。 

本研究会では、これらの取り組みや活動を継承・発展させるべく、大阪湾 Years2012-2013

の総括イベント第 1 弾として、「生態系サービスから見た大阪湾の地域資源」と題し、学からの視

点による 10 年間にわたる大阪湾再生行動計画の評価を行い、変質する大阪湾の環境を再生・利活

用化し、次の大阪湾再生行動計画に役立てることを目的としてシンポジウムを企画しました。 

 

【プログラム】 

開会挨拶・趣旨説明          RACES 会長 上嶋英機（広島工業大学大学院教授） 

シンポジウムの流れと論点の説明 RACES    大塚耕司（大阪府立大学大学院教授） 

講演１「変質する大阪湾 －温暖化、貧栄養、難分解有機物の海の到来－」 

大阪府環境農林水産総合研究所水産研究部 中嶋昌紀主任研究員 

講演２「汽水域での地域環境資源の保全－大阪南港野鳥園湿地での 14 年間の研究データから－」 

RACES 矢持 進（大阪市立大学大学院教授） 

講演３「内湾漁業における農工商連携 －漁業の六次産業化－」 

RACES WG1 主査 多部田 茂（東京大学大学院准教授） 

第 1 弾 

RACES（生態系工学研究会）シンポジウム「生態系サービスから見た大阪湾の地域資源」 



パネルディスカッション「大阪湾の地域資源の活用を考える」 

コンビーナー     上嶋英機（RACES 会長） 

パネリスト      上月康則（徳島大学大学院教授） 

重松孝昌（大阪市立大学大学院教授） 

大塚耕司（大阪府立大学大学院教授） 

日下部敬之（大阪府立環境農林水産総合研究所水産研究部副部長） 

岩井克巳（NPO 法人 環境教育技術振興会（CAN）理事） 

閉会挨拶               RACES 副会長 矢持 進 

 

 

 

 

 

【趣 旨】 

大阪湾環境再生研究・国際人材育成コンソーシアム（CIFER Osaka Bay）は、陸と海をつなぐ栄

養塩・物質好循環の形成をメインテーマに、産官学民の連携と協働のためのプラットフォームとして

活動しています。継続的な大阪湾再生には民間企業の力が不可欠で、産にメリットのある再生事業を

どのように行うことができるかがポイントです。海の再生には産を官と学が一体となって支援し、民

が協力する仕組みを確立する必要があります。本シンポジウム第 2 弾では CIFER が行っている企業

連携の活動を通して今後の大阪湾再生を考えます。 

 

【プログラム】 

開会挨拶・趣旨説明        CIFER・コア理事 大塚耕司（大阪府立大学大学院教授） 

講演「CIFER の組織体制と事業 WG の概要」 CIFER・コア理事 横山隆司（堺市参与） 

事例発表「CIFER における WG 活動の事例紹介」 

事例１ スラグ再生材 

北野吉幸（新日鐵住金（株）スラグ・セメント事業推進部市場開拓室長） 

事例 2 水質浄化 

調整中（積水アクアシステム（株）） 

事例 3 水中構造物 

岩本裕之（五洋建設（株） 環境事業部長） 

事例 4 水面活用 

曽我部 浩（（株）日建設計シビル 企画室長） 

パネルディスカッション 「企業の力を活用し持続可能な大阪湾再生を考える」 

コンビーナー CIFER・コア理事 大塚耕司 

パネリスト  横山隆司（CIFER・コア理事） 

中西 敬（CIFER・コア 特別研究員） 

石垣 衛（広島工業大学大学院准教授） 

閉会挨拶             CIFER・コア理事長 上嶋英機（広島工業大学大学院教授） 

 

 

第２弾 

CIFER シンポジウム「大阪湾再生に向けた産学官民アライアンスの試み」 



RACES＆CIFERジョイントシンポジウム 

参 加 申 込 書 

企業・団体名  

連絡担当者 

ご 所 属 

 

職・氏名 

 

メールアドレス 

 

 

氏 名 所 属 

第1弾 

RACES 

シンポジウム 

○：参加 

×：不参加 

第2弾 

CIFER 

シンポジウム 

○：参加 

×：不参加 

    

    

    

    

    

※欄が不足の場合は、適宜、欄を増加してください。 

平成26年2月2８日（金）までに、下記にメール、FAX等によりご連絡をお願いします。席に

余裕のある場合は開催当日も受付を行います。 

 

 

 

【申し込み先】 

一般社団法人大阪湾環境再生研究・国際人材育成コンソーシアム･コア（CIFER）事務局 

〒591-8025 堺市北区長曽根町 130 番地 42 さかい新事業創造センター内 

 （TEL）072-267-4880 （FAX）072-267-4893 

 （E-mail）cifer-bureau@cifer-core.jp 

 


